
岩
手
県
庁

回
答
書
の
内
容

１
、
甲
状
腺
検
査
に
つ
い
て

「
国
の
対
照
検
査
（
青
森
・

山
梨
・
長
崎
県
）
結
果
を
踏

ま
え
て
対
応
し
た
い
」
と
答

え
て
い
ま
す
。

福
島
県
の
甲
状
腺
超
音

波
検
査
は
、
原
発
事
故
か
ら

一
～
二
年
と
い
う
「
現
時
点

で
の
甲
状
腺
の
状
況
」
把
握

で
あ
り
、
公
表
資
料
「
Ａ
２
」

に
つ
い
て
「
通
常
の
診
療
で

は
、『
所
見
あ
り
』
と
は
捉

え
ら
れ
な
い
も
の
の
、
長
期

に
わ
た
り
健
康
を
見
守
る

観
点
か
ら
あ
え
て
記
録
に

残
し
伝
え
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
」
と
し
、
福
島
県
の

検
査
と
比
較
の
た
め
青
森

県
、
山
梨
県
、
長
崎
県
で
国

の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
の
結
果
を
待
っ
て

有
識
者
会
議
で
検
討
す
る
、

と
し
て
い
ま
す
。

２
、
有
識
者
会
議
へ
市
民
代

表
の
参
加
に
つ
い
て

内
部
被
ば
く
に
つ
い
て

学
術
的
、
専
門
的
な
見
地
か

ら
助
言
・
評
価
を
頂
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
県
の

方
針
決
定
や
政
策
的
判
断

の
場
で
は
な
い
こ
と
を
理

解
し
て
ほ
し
い
。
県
と
し
て

は
、
県
民
の
声
に
は
広
く
耳

を
傾
け
て
い
き
た
い
、
内
部

被
ば
く
影
響
調
査
の
継
続

や
支
援
事
業
費
補
助
制
度

を
創
設
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

３
、
そ
の
他
の
疾
病
予
防
に

つ
い
て

汚
染
重
点
調
査
地
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
県
南
３

市
町
を
対
象
に
、
住
民
に
身

近
な
相
談
窓
口
で
あ
る
市

町
が
実
施
す
る
健
康
相
談

及
び
希
望
者
へ
の
内
部
披

ば
く
検
査
に
要
す
る
費
用

へ
の
補
助
制
度
を
創
設
し

た
。
国
及
び
福
島
県
の
動
向

や
新
し
い
知
見
の
動
向
等

を
注
意
深
く
見
守
り
な
が

ら
、
必
要
な
場
合
に
速
や
か

に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

０

０

０

＊
回
答
書
全
文
は
、
岩
手
の
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
再
処
理
／
岩

手
の
環
境
』
に
掲
載
。
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◇
こ
の
岩
手
県
か
ら
の
回

答
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

健
康
被
害
防
止
に
活
か
せ

る
の
か
。
私
た
ち
の
市
民
運

動
の
責
任
が
か
か
り
ま
す
。

北
海
道
の
甲
状
腺
専
門

医
の
中
か
ら
「
福
島
県
の
検

査
結
果
の
よ
う
な
、
子
供
の

甲
状
腺
の
し
こ
り
や
嚢
胞

の
多
数
発
見
例
は
見
た
こ

と
が
な
い
」
と
の
意
見
書
が

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
回
の
「
県
内
部
被
ば
く

有
識
者
会
議
」
は
一
月
二
五

日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
内
部
被
ば
く
量
測
定

「
尿
検
査
」
募
集
県
南
三
市
町

被
ば
く
を
心
配
す
る
親
た

ち
の
要
望
を
受
け
て
国
が

「
汚
染
状
況
重
点
調
査
地

域
」
に
指
定
し
た
奥
州
市
、

一
関
市
、
平
泉
町
が
希
望
者

に
尿
採
取
に
よ
る
内
部
被
ば

く
量
を
測
定
す
る
検
査
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
岩
手

県
が
一
昨
年
十
二
月
以
来
行

い
現
在
追
跡
調
査
を
行
っ
て

い
る
一
三
二
人
の
調
査
と
は

別
。
募
集
窓
口
は
三
市
町
役

場
で
。
検
査
は
無
料
。
通
常

二
日
間
程
度
採
尿
し
た
尿
二

リ
ッ
ト
ル
を
提
出
し
、
受
付

次
第
順
次
検
査
の
う
え
、
二

～
三
月
に
は
結
果
通
知
を
発

送
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

◆
取
手
市
で
小
中
生
の

心
臓
「
要
精
密
検
診
」
増
加

取
手
市
の
市
民
団
体
は

二
五
日
、
市
立
小
中
学
校
二

四
校
の
心
臓
検
診
で
、
受
診

者
一
六
五
五
人
中
、
一
次
検

診
で
「
要
精
密
検
査
」
と
診

断
さ
れ
た
の
は
七
三
人
で
、

昨
年
度
の
二
八
人
の
二
・

六
倍
に
増
大
し
た
こ
と
を

公
表
し
ま
し
た
。
中
学
生
だ

け
を
見
る
と
一
七
人
か
ら

五
五
人
へ
と
三
倍
増
。
取
手

市
は
守
谷
市
土
浦
市
な
ど

と
と
も
に
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ

ト
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。（
東
京
新
聞
茨
城
版
）
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「
岩
手
県
南
三
市
町
の
子
ど
も
た
ち
の
甲
状
腺
検
査
実
施

を
求
め
る
要
望
」
へ
の
回
答
が
、
十
二
月
二
二
日
、
「
岩
手

の
会
」
世
話
人
宛
に
届
き
ま
し
た
。
当
紙
が
前
号
で
報
じ
た

十
一
月
二
二
日
の
市
民
団
体
が
提
出
し
た
質
問
書
へ
の
回

答
で
、
岩
手
県
保
健
福
祉
部
長
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
甲
状

腺
検
査
に
つ
い
て
岩
手
県
は
「
国
や
福
島
県
の
調
査
を
注
意

深
く
見
守
り
、
必
要
な
場
合
に
速
や
か
に
対
応
出
来
る
態
勢

を
整
え
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
市
民
か
ら
の
要
望
を
受
け
止

め
る
姿
勢
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
子
ど
も
の
健
康
被
害
防

止
の
た
め
に
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
施
策
が
望
ま
れ
ま
す
。



各
地
の
運
動
を
報
告

出
席
者
が
各
地
で
の
運

動
を
報
告
し
合
い
多
岐
に

わ
た
る
問
題
が
提
起
さ
れ

ま
し
た
。
沿
岸
部
の
津
波
被

災
地
で
の
瓦
礫
問
題
や
県

南
の
親
た
ち
の
内
部
被
ば

く
検
査
要
請
運
動
、
手
作
り

ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
加
工
業

の
受
け
た
深
刻
な
実
態
、
子

を
持
つ
親
と
し
て
の
心
配
、

毎
週
金
曜
日
続
け
ら
れ
て

い
る
脱
原
発
デ
モ
な
ど
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

甲
状
腺
の
検
査
の
意
味

交
流
会
に
は
仙
台
日
赤

病
院
の
呼
吸
器
科
の
岡
山

博
先
生
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
先
生
は
「
福
島
事
故
で

放
出
さ
れ
た
放
射
性
ヨ
ウ

素
は
微
粒
子
で
呼
吸
器
を

通
じ
て
体
内
に
入
り
甲
状

腺
に
蓄
積
し
た
が
、
二
ヶ
月

ほ
ど
で
急
速
に
減
衰
し
、
現

在
は
測
定
で
き
な
い
。
し
か

し
、
私
の
推
定
で
は
基
準
値

の
数
十
倍
以
上
の
危
険
な

放
射
能
の
風
が
渦
巻
い
た
。

子
ど
も
の
甲
状
腺
検
査
を

し
っ
か
り
や
り
実
態
を
捉

え
対
策
を
急
ぐ
べ
き
だ
」
と

語
り
ま
し
た
。

ま
た
瓦
礫
に
つ
い
て
も

燃
や
す
の
で
は
な
く
現
地

に
埋
め
立
て
、
よ
り
安
全
に

管
理
す
る
方
法
な
ど
を
提

起
さ
れ
ま
し
た
。
（
尚
）

各党投票割合（比例全国集計）

第
二
回
放
射
能
問
題
市
民
交
流
会
が
十
二
月
九
日
（
日
）
盛

岡
市
内
ベ
ル
フ
青
山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
六
月
に
第
一
回
市

民
交
流
会
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
岩
手
県
内
を
中
心
に

二
〇
余
人
が
出
席
し
、
各
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
し
て
き
た

状
況
を
報
告
し
あ
い
ま
し
た
。

特
に
子
ど
も
を
放
射
線
か
ら
守
る
た
め
に
行
政
に
「
放
射
能

内
部
被
ば
く
の
検
査
」
を
要
求
し
、
健
康
被
害
に
つ
い
て
予
防

的
措
置
を
要
求
す
る
運
動
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
津
波
被
災
地
の
瓦
礫
の
焼
却
処
分
は
、
沿
岸
被
災
地
に
と

っ
て
悩
ま
し
い
問
題
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
瓦
礫
で
あ
れ
樹
木
で
あ
れ
、
放
射
能
の
つ
い
た
も
の
を
燃

や
す
こ
と
は
、
容
積
は
減
ら
す
も
の
の
、
灰
な
ど
の
放
射
能
は

ま
す
ま
す
値
の
高
い
も
の
と
な
り
、
放
射
能
を
撒
き
散
ら
す
の

で
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
未
曾
有
の
災

害
か
ら
立
ち
上
が
る
た
め
に
真
に
正
し
い
解
決
方
法
は
何
か
、

考
え
を
深
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
第
三
回
交
流
会
を
今
年
度

開
催
す
る
こ
と
を
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

放射線と健康についてのある町の市民学習会で、有

機農業家の薪ストーブの焼却灰のセシウム量について

話題になりました。その有機農業家は「町役場の町民

課」が仲介し民間検査センターで測定した「測定報告

書」を見せてくださいました。

◇検査品目１ 「ほだ木」

平成２４年８月１３日 測定

セシウム１３４＋１３７ ６５Bq／kg ・乾重量

町当局の指導は「きのこ栽培の原木としては使用を

自粛のこと」、でした。この農家は家業のしいたけ栽培

が出来ず途方にくれています。

◇検査品目２ 「薪ストーブ焼却灰」

平成２４年３月２９日 測定

セシウム１３４＋１３７ ４２００Bq／kg

町の指導は：「焼却灰の暫定基準値８０００Bq／kg

を下回っているので、不燃物として回収」に出すこと。

◎「クリアランス制度では基準値は１００Bq／kg（不

燃物）以下」。４２００Bq／kg は放射性物質。これは

クリアランス制度の法定値を超えている。この学習会

では「瓦礫に関わらず、放射性物質を含んだものを燃

やすことによるリスク」について話し合われました。

棄権者４２％

自民党
16 %

民主党
9 %

未来の党

公 明 党

維新の会12 %

共産党
みんなの党

社民党

「絶対得票率」： 選挙時点の

全有権者数 １億０３９５万９８６６人を分母

非有権者 2356 万人

日本の総人口

１億 2752 万人

（総務省統計局推定値）

福島原発事故後初の総選挙。

◇事故は収束せず活断層の上で原発がまだ２機動いている。
各原発等には約１万５０００トンの使用済み核燃料が溜まり、東

海・六ヶ所再処理工場には高レベル放射性廃液があり、冷却電源を

失えば沸騰、また発生する水素爆発により放射能の大量放出が心配。

◇日本列島住民は、地震のたびに怯えなければならない。

これはあまりに不合理なことなので、《 命を守るために

即時脱原発を！ 》は国民の声になっている。

◇「脱原発」について曖昧な態度を取り続ける自民党が勝っ

たが、「民意の反映」とはいえない。












